
 
地域から医療福祉を考える懇話会取り組み状況 

 
 

区  分 大津圏域 湖南圏域 甲賀圏域 東近江圏域 湖東圏域 湖北圏域 湖西圏域 

設置年月日 H20.11.26 H20.9.3 H20.12.11 H12.12.10 H21.2.3 H21.1.7 設置状況 

構成員 １５人 
医師会、歯科医師会、薬剤

師会、大津赤十字病院、大

津市民病院、看護協会、健

康推進員連絡協議会、女性

団体連合会、自治連合会、

民生委員児童委員協議会

連合会、社会福祉協議会、

介護支援専門員協議会、

NPO、市健康保険部、市消

防局 

６０人 

湖南・甲賀管内医療機関

従事者、行政関係者等 

１７人 

市民、介護事業

者、医療関係者、

宗教家、行政 

２０人 
医師会、湖東医療地

域ネットワーク、介

護保険事業者協議

会、障害者自立支援

協議会、訪問看護ス

テーション連絡協

議会、住民代表、行

政 

２４人 

医療関係者、

消防、講習会

実践者、保育

園等保護者、

保育園長、行

政関係者 

１１人 
社会福祉協議会、福祉

施設協議会、介護支援

専門員連絡協議会、公

立高島総合病院、マキ

ノ病院、医師会、訪問

看護ステーション、民

生委員児童委員協議会

連合会、健康推進員連

絡協議会、介護者の会、

地域包括支援センター 

日時 H20.12.19 ①H20.9.3 

②H21.1.25（湖南） 

① H20.12.11 
（調査 H21.2.1） 

② H21.2.5 

H21.2.20 

準備会開催 

H21.2.3 H21.1.28 

場所 大津合同庁舎 草津市立市民 

交流プラザ 等 

保健所 保健所 地域振興局 保健所 

参加者 委員等 委員等 委員等 委員等 委員等 委員等 

内容 

 

地域から考える医療福

祉のあり方について 

これからの地域医療連携のあ

り方を考える 等 

私たちの暮らしは

安心、安全、納得で

きているか 等 

テーマの設定と

懇話会の運営方

法 

小児救急医療に

関する情報交換 

湖西地域の医療福祉

の特性などを基に意

見交換 

広報の方法 保健所の HP で案内

など 

ちらし発送、医師会への

案内 

報道関係への資

料提供 

準備会のため

行わない 

議事録をHPで

公開予定 

保健所の HPで案

内など 

開催状況 

公開状況 公開 公開 公開 － 公開 公開 

今後の予定 未定 未定 第３回 H21.3.5 次年度に３～

４回開催 

開催結果によ

り次回テーマ

を検討 

未定 

 

H21.2.25 現在 
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2008.12.11

医　療

市民・ＮＰＯ

専門家

Ⅰ 地域で何が起こっているか！？

　　　　　　　現状を知る

　Ⅱ 背景　 国や県のかかえている課題や動き

制度や計画

Ⅲ 目指す東近江地域の姿　　夢　　希望は？

Ⅳ 現状の立場を理解し合い、自分たちができることは何か

Ⅴ 解決の方向性・柱・・・国・県・市町・住民の取り組み事項

住民啓発、理解

地域医療福祉の質的、量的評価・分析

Ⅵ 短・中・長期ビジョンと国・県・市町・地域住民の役割提案の発信

◇ Ｈ２０年１１月　4日 事前打ち合わせ会議

◇ Ｈ２０年１2月11日 第１回　東近江懇話会

◇ Ｈ２１年　２月　日 第２回　東近江懇話会

◇ Ｈ２１年　３月　日 第３回　東近江懇話会

◇ Ｈ２１年　５月　日 第１回　フォーラム

地 域 か ら 医 療 福 祉 を 考 え る 東 近 江 懇 話 会

　　福　祉

ひ

市　民　フ　ォ　ー　ラ　ム

「急性期－回復期
医療」を考える会

地域から医療福祉を考える東近江懇話会

【「地域から医療福祉を考える東近江懇話会」で何をするの

【タイムスケジュール（案）】

目指す東近江の地域像

まちかどケア滋賀ネット

三　方　よ　し　研　究　会

「在宅生活支援」を考える会

「在宅ﾎｽﾋﾟｽｹｱ」
を考える会

介護ｻｰﾋﾞｽ事業者協議

アクション

住民への発信と意見交換
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千葉県の取組
（４疾病ごとの地域医療連携パス様式）
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循環型地域医療連携システム

地 域 医 療 連 携 室

急性期治療

急 性 期 リ ハ ビ リ

急 性 期 病 院

・診療所
（かかりつけ医・
かかりつけ歯科医）

・市町村（保健師）

・居宅介護支援事業所
（介護支援専門員）

住民

発症

情報交換情報交換

入院

情報交換

介護老人保健施設、
介護老人福祉施設等

退院

回復期治療
回復期リハビリ

回 復 期 病 院

訪問看護、訪問介護

在宅独居

ターミナル
ケア

※循環型地域医療連携システム：急性期から慢性期に至る医療機関の医療（診療）計画
を地域まで延長し、保健・福祉のサービスを連動させるもの

（概念図）
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All Rights Unreserved,Copyrights Chiba Prefecture, Department of Health and Welfare 

The Chiba Method  Will be Walking Together with People of the Prefecture for Our Goal

 

循環型地域医療連携システムと
地域医療連携パス

・連携システムは役割分担図にすぎない

・このままでは「絵に描いた餅」

・システムを運用するツールが

「地域医療連携パス」
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地域医療連携パスの内容とねらい

All Rights Unreserved,Copyrights Chiba Prefecture, Department of Health and Welfare 

The Chiba Method  Will be Walking Together with People of the Prefecture for Our Goal

 

○ 地域医療連携パスとは、急性期の医療機関から回
復期の医療機関を 経て自宅に戻るまでの治療経

過に従って、各期間ごとの診療内容や達成目標等
を明示した治療計画で す。

○ 患者や関係する医療機関で情報を共有することに

より、効率的で質の高い医療の提供と患者の安心
の確保が見込まれます。

○ 将来的には医療だけでなく健康づくりや福祉まで連

動させた地域連携パスの構築が望まれます。
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All Rights Unreserved,Copyrights Chiba Prefecture, Department of Health and Welfare 

The Chiba Method  Will be Walking Together with People of the Prefecture for Our Goal

 

意見・提案を踏まえた考え方

○医師会、基幹病院関係者等とともに、４疾

病ごとの全県共用「地域医療連携パス」の

作成・普及を目指す。

○４疾病ごとのWGの設置・開催

・４疾病ごとに、１疾病あたり月1回開催

・毎週水曜日19:00～、県医師会会議室
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疾病別ワーキンググループにおける検討状況
 

 がん 脳卒中 急性心筋梗塞 糖尿病 

第1回 ○県内、県外のパス事例の紹介、検討、WGの進め方の検討 

第2回 ○パスの様式、掲載項目等のたたき台、運用方法等の検討 

第3回 ○診療計画表、診療経過表等の検討 

第4回 ○診療計画表、診療経過表、運用の手引き等の案の作成 

第5回   ○同上   
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